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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 
令和５年６月２７日 

件 名 令和４年度休日開庁の実施結果について 

所管部課名 
区民部 課税課、納税課、戸籍住民課、国民健康保険課、高齢医療・年金課、

福祉部 親子支援課、介護保険課、子ども家庭部 子ども施設入園課 

内 容 

令和４年度休日開庁の実績を、以下のとおり報告する。 

１ 事業の目的 

休日に本庁舎窓口の一部を開庁することにより、区民の利便性の向上を図 

ることを目的とする。 

２ 実施日 

毎月第４日曜日 午前９時から午後４時まで 

３ 令和４年度の実績 

（１）来庁者及び取扱い件数等（来庁者数の推移は別紙のとおり）

来庁者対
応件数

入電対応
件数

納付相談(再
掲)・催告

取扱い金額 従事職員

（延べ件） （件） （件） （円） (延べ人)

課税課 866 205 - 237,400 138

納税課 446 272 1,688 7,432,707 262

特別収納対策課 8 10 53 0 14

戸籍住民課 9,715 673 - 2,008,250 518

個人番号カード
交付・普及推進担当課

2,912 21 - - 119

国民健康保険課 1,431 480 727 3,524,900 134

高齢医療・年金課 437 85 4 108,100 80

親子支援課 685 58 - - 140

介護保険課 127 37 37 733,610 36

子ども施設入園課 139 40 - - 62

計 16,766 1,881 2,509 14,044,967 1,503

前年度実績
(R3.4～R4.3）

18,109 2,584 2,716 15,593,795 1,816

前年度比（％） -7.4 -27.2 -7.6 -9.9 -17.2

（２）混雑状況

ア 最も混雑したのは、戸籍住民課窓口での手続きであった。

イ アにおいて、昼間の時間帯（12時～14時）が最も混雑しており、年

間平均で約 35分、繁忙期（３月～５月）では最大 120分待ちが発生し

ていた。

ウ マイナンバーカード普及によるコンビニでの証明書発行件数増加に

伴い、来庁者数は前年度から減少した（別紙参照）。
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４ 今後の方針 

（１）区ホームページやあだち広報で、上述の混雑時間帯以外での来庁を促し、 

来庁時間帯の分散をすることで待ち時間短縮に繋げる。 

（２）本庁舎に来なくても、マイナンバーカードを持っていれば、近隣のコン 

ビニで安価に証明書を取得できることを周知し、来庁者数を減らすこと 

で、混雑緩和を図る。 

【参考：戸籍住民課窓口アンケート結果（令和３年６月実施）】 

① 来庁者のうち約 64％が証明書の取得のために本庁舎を訪れている。

② ①のうち、約 54％はマイナンバーカードを持っていればコンビニで

証明書を取得できることを知らない。
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休 日 開 庁 来 庁 者 対 応 件 数 推 移 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡
令和５年６月２７日 

件 名 「納期内納税キャンペーン」の実施結果について 

所管部課名 区民部課税課、納税課 

内 容 

特別区民税・都民税や固定資産税などの納期内納税を推進するため、各税の

納期限前の５月１０日、１１日に足立都税事務所、足立・西新井税務署、足立・

西新井納税貯蓄組合連合会と連携してキャンペーンを実施した。 

１ 実施内容 

通行人に対して、スマートフォン決済アプリによる納税のほか、コンビニ

エンスストアでの納税、口座振替による納税など様々な納税方法を案内した

チラシ及び以下の物品を袋に詰めて配布した（配布物品のイメージ写真は別

紙参照）。

（１）マスク

（２）フリージングパック（ファスナー付き保存袋）

（３）ポケットティッシュ

（４）ウェットティッシュ

（５）ボールペン

※ 区単独で行った梅島駅、竹ノ塚駅前ではチラシとウェットティッシュの

み配布。 

２ キャンペーン対象の税と納期限 

（１）自動車税・軽自動車税  納期限 ５月３１日 

（２）固定資産税・都市計画税 納期限 ６月３０日（第１期）

（３）特別区民税・都民税   納期限 ６月３０日（第１期） 

３ キャンペーン参加人数及び配布部数 

都税 税務署 納連 区 計(人) 部数 

北千住駅前 6 5 4 3 18 700 

西新井駅前 6 7 6 4 23 500 

竹ノ塚駅前 － － － 6 6 400 

梅島駅前 － － － 2 2 200 

合   計 12 12 10 15 49 1,800 

※ 都税：足立都税事務所

税務署：足立・西新井税務署

納連：足立・西新井納税貯蓄組合連合会

４ 日時及び場所 

（１）５月１０日（水）午後２時～午後３時 北千住駅前

（２）５月１１日（木）午後２時～午後３時 西新井駅前

竹ノ塚駅前 

梅 島 駅 前 
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別紙 納期内納税キャンペーン配布物イメージ写真 

（表） 

（裏） 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡
令和５年６月２７日 

件 名 
令和５年度特別区民税・都民税口座振替新規加入キャンペーンの実施

について 

所管部課名 区民部 納税課 

内 容 

特別区民税・都民税口座振替新規加入キャンペーンを以下のとおり

令和４年度よりも規模を拡大して実施するため報告する。 

１ 対象者 

令和５年６月８日～９月１１日の間に特別区民税・都民税の口座 

振替を新規に申込みした方。 

２ 賞品及び当選者発表 

対象者の中から抽選で１０名に１万円分、２００名に２千円分の 

足立区内共通商品券を進呈 する。なお当選者の発表は賞品の発送を 

もってかえる。 

【参考：令和４年度までの規模】 

抽選で２００名に２千円分の足立区内共通商品券を進呈。 

３ ＰＲの方法 

あだち広報、区ホームページ、チラシ、ＳＮＳ 

４ 今後の方針 

 引き続き口座振替勧奨に努めるとともに、さらにキャッシュレス 

納付の拡大に努める。 

【参考】これまでの実績 

※ キャンペーンは平成１８年度から実施している。
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年６月２７日 

件 名 
令和５年度国民健康保険料口座振替新規加入促進キャンペーンの実

施について 

所管部課名 区民部国民健康保険課 

内 容 

国民健康保険料口座振替新規加入促進キャンペーンを以下のとおり

令和４年度よりも規模を拡大して実施するため報告する。 

１ 対象者 

令和５年６月１４日～１２月１日の間に国民健康保険料の口座振 

替を新規に申込みした方。 

２ 賞品及び当選者発表 

対象者の中から抽選で１０名に１万円分、３５０名に２千円分の 

足立区内共通商品券を進呈 する。なお当選者の発表は賞品の発送を 

もってかえる。 

【参考：令和４年度までの規模】 

抽選で１００名に２千円分の足立区内共通商品券を進呈。 

３ ＰＲの方法 

あだち広報、区ホームページ、チラシ、ＳＮＳ 

４ 今後の方針 

 令和４年度に引き続き、ポスター（※別紙参照）を作成し、口座 

振替勧奨に努め、口座振替加入率 40％の目標達成を目指す。 

【参考】これまでの実績 

37.66%

38.55%

39.03%

38.44%

37.00%

37.50%

38.00%

38.50%

39.00%

39.50%

40.00%

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

口座振替加入率

※ キャンペーンは令和元年度から実施している。
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年６月２７日 

件 名 
東日本大震災の被災者に対する一部負担金の免除及び保険料の減免措置に 

ついて 

所管部課名 区民部国民健康保険課、高齢医療・年金課 

内 容 

令和５年２月２４日付で厚生労働省より東日本大震災の被災者に対する一 

部負担金及び保険料の減免措置について通知が発出されたので報告する。 

１ 減免措置の経緯 

東日本大震災により避難指示区域から避難された被災者について、特例 

措置として、令和４年度まで一部負担金（受診の際に医療機関に支払う３ 

割から１割の医療費の自己負担金）及び保険料を全額免除していた。 

２ 通知の内容 

減免措置については、被保険者間の公平性を確保するとともに、十分な 

経過措置を講じる観点から、避難指示解除から１０年程度で減免措置を終 

了することとし、令和５年度（令和５年４月）から順次、見直しを実施する。 

見直し 

開始年度 
区域 対象 R5 R6 R7 R8 R9 R10 

令和５年度 

平成 26 年ま

でに避難指

示が解除さ

れた区域 

一 部 

負担金 
○ ○ 

減免措置終了 
保険料 1/2 

令和６年度 

平成 27 年に

避難指示が

解除された

区域 

一 部 

負担金 
○ ○ ○ 

減免措置終了 
保険料 ○ 1/2 

令和７年度 

平成 28 年に

避難指示が

解除された

区域 

一 部 

負担金 
○ ○ ○ ○ 

減免措置終了 
保険料 ○ ○ 1/2 

令和８年度 

平成 29 年に

避難指示が

解除された

区域 

一 部 

負担金 
○ ○ ○ ○ ○ 減免

措置

終了 保険料 ○ ○ ○ 1/2 

※ ○：全額免除、1/2：1/2免除
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３ 国民健康保険の減免措置対象者の推移   （令和５年５月 31日現在） 

４ 後期高齢者医療制度の減免措置対象者の推移  （令和５年５月 31日現在） 

※ 令和５年度は対象者に通知送付済。令和６年度以降、国民健康保険、後

期高齢者医療とも、年度当初に対象者に通知を送付し、減免措置の見直し 

について周知していく。 

※ 令和 11年度以降については、国から方針が示されていないため未定。

区　分 令和５年度令和６年度令和７年度令和８年度令和９年度令和10年度

全額免除 7 7 7 4 4 4

1/2免除 6 0 0 3 0 0

減免なし 0 6 6 6 9 9

合計 13 13 13 13 13 13

区　分 令和５年度令和６年度令和７年度令和８年度令和９年度令和10年度

全額免除 13 13 7 7 7 5

減免なし 0 0 6 6 6 8

合計 13 13 13 13 13 13

（世帯）

保険料

一部
負担金

区　分 令和５年度令和６年度令和７年度令和８年度令和９年度令和10年度

全額免除 7 7 7 4 4 4

1/2免除 3 0 0 3 0 0

減免なし 0 3 3 3 6 6

合計 10 10 10 10 10 10

区　分 令和５年度令和６年度令和７年度令和８年度令和９年度令和10年度

全額免除 10 10 7 7 7 4

減免なし 0 0 3 3 3 6

合計 10 10 10 10 10 10

（人）

保険料

一部
負担金
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ひろのまち

広野町

伊達市

いわき市

ならはまち

楢葉町

福島第二
原子力
発電所

かつらおむら

葛尾村

かわまたまち

川俣町

いいたてむら

飯舘村

20km

福島第一
原子力
発電所

かわうちむら

川内村

たむらし

田村市

みなみそうまし

南相馬市

おおくままち

大熊町

なみえまち

浪江町

凡例

帰還困難区域（特定復興再生拠点区域外）

※JR常磐線の線路は避難指示を解除

旧居住制限区域

旧避難指示解除準備区域

JR常磐線（2020年3月14日全線開通）

避難指示区域の概念図（２０２３年４月１日時点）

600人
(206世帯)

だてし

10,646人
(4,418世帯)

区域外

611人
(257世帯)

53人
(24世帯)

3,941人
(1,526世帯)

区域外
49,981人
(21,427世帯)

299人
(102世帯)

6,751人
(2,763世帯)

49人
(16世帯)

1,158人
(438世帯)

29人
(10世帯)
197人
(62世帯)

0人
(0世帯)

1,704人
(688世帯)
880人

(329世帯)

6,351人
(2,901世帯)

6,460人
(2,726世帯)

223人
(80世帯)

3,606人
(1,360世帯)
5,801人

(2,235世帯)

16人
(8世帯)

565人
(356世帯)

1,299人
(665世帯)

220人
(116世帯)

32人
(15世帯)

231人
(97世帯)

33,732人
(12,712世帯)

区域外

533人
(225世帯)
2,571人

(1,144世帯)
とみおかまち

富岡町

7,222人
(3,581世帯)

6,543人
(3,119世帯)区域外

37人
(18世帯)

2,081人
(1,040世帯)

区域外

4,645人
(2,274世帯)

区域外

解除日：田村市（平成26年4月1日）
：川内村（平成26年10月1日）
：楢葉町（平成27年9月5日）
：葛尾村（平成28年6月12日）
：川内村（平成28年6月14日）
：南相馬市（平成28年7月12日）
：飯舘村・川俣町・浪江町

（平成29年3月31日）
：富岡町（平成29年4月1日）
：大熊町（平成31年4月10日）
：双葉町（令和2年3月4日）
：大熊町（令和2年3月5日）
：富岡町（令和2年3月10日）
：葛尾村（令和4年6月12日）
：大熊町（令和4年6月30日）
：双葉町（令和4年8月30日）
：浪江町（令和5年3月31日）
：富岡町（令和5年4月1日）

※人口・世帯数は市町村から聞き取った情報（令和5年4月1日時点の住民登録数）を基に原子力被災者生活支援チームが集計。

---人
(---世帯)

---人
(---世帯)

---人
(---世帯)

特定復興再生拠点区域外における人口・世帯数（上部）
特定復興再生拠点区域における人口・世帯数（下部）

旧居住制限区域における人口・世帯数

旧避難指示解除準備区域における人口・世帯数

---人
(---世帯) 避難指示区域外における人口・世帯数

※特定復興再生拠点区域について、令和４年６月に葛尾村及び大
熊町、８月に双葉町、令和５年３月に浪江町、４月に富岡町の避
難指示を解除

ふたばまち

双葉町

10人
(4世帯)
80人

(30世帯)

帰還困難区域（特定復興再生拠点区域）

1,958人
(726世帯)
3,287人

(1,368世帯)

特定復興再生拠点区域外
人口：7,840人 世帯数：3,013世帯
特定復興再生拠点区域
人口：12,816人 世帯数：5,168世帯

出典）内閣府　原子力被災者生活支援チーム　令和５年４月１日時点12



区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年６月２７日 

件 名 
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う国民年金保険料免除等の臨時特例

手続きの終了について 

所管部課名 区民部 高齢医療・年金課 

内 容 

令和２年５月１日から開始された国民年金制度における新型コロナウイル

ス感染症の影響に伴う保険料免除・納付猶予、学生納付特例の臨時特例につ

いて、厚生労働省より今般の感染症の動向等を踏まえ、手続きを終了する旨

の通知があったので、以下のとおり報告する。

１ 臨時特例手続き終了の概要 

保険料免除・納付猶予、学生納付特例ともに、令和４年度サイクルまでを

もって終了する。 

種 類 
各制度の 

年度サイクル 

開始・終了時期 

（臨時特例の対象となる期間） 

学生納付特例 ４月～翌年３月 令和２年２月 ～ 令和５年３月まで 

免除・納付猶予 ７月～翌年６月 令和２年２月 ～ 令和５年６月まで 

※ 臨時特例の終了後も、令和４年度サイクルまでの上記対象期間は引き続き申請

が可能である。ただし、申請する月から２年１カ月を遡及した月までとなる。

２ 受付の実績 

  各年度の申請承認件数（年金事務所受付分は含まない） 令和５年４月末現在 

種 類 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

学生納付特例 １件 ７件 １件 ３件 

全 額 免 除 ４０２件 ６４７件 ３１３件 １４１件 

一 部 免 除 ※ ６７件 １３５件 ６８件 ３４件 

納 付 猶 予 ２１件 ４３件 ２５件 ９件 

合 計 ４９１件 ８３２件 ４０７件 １８７件 

※ 一部免除は、３／４免除、半額免除、１／４免除の件数

※ 申請については、年度サイクルごとに手続きをする必要がある。

※ 申請書を区で受理し、日本年金機構あて進達後、日本年金機構より審査結果の

通知が申請者あて送付される。

３ 今後の遡及した月分の申請方法 

電子申請 マイナポータルから日本年金機構あて直接申請

郵送申請 区または年金事務所あて必要書類を郵送 

窓口申請 区または年金事務所の窓口で説明を受けながら手続き 

※ 区民事務所では受付不可

４ 今後の方針 

 あだち広報及び区ホームページを通じて、臨時特例手続き終了の周知を

行うとともに、本制度の対象期間中における遡及分の受付について、引き

続き年金事務所とも協力・連携を図りながら適正に実施していく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年６月２７日 

件 名 令和４年度長寿健康増進事業の実施結果について 

所管部課名 区民部高齢医療・年金課 

内 容 

令和４年度長寿健康増進事業の実施結果について報告する。 

なお、実施講座のうち、健康に資するものについては、東京都後期高齢者

医療広域連合からの補助事業として実施している。 

※ 実施した１５講座のうち、１４講座が補助事業に該当

１ 概要・目的 

７５歳以上の後期高齢者医療制度の被保険者を対象に健康増進・孤立化

防止（フレイル予防）を図るため、事業の参加を通じ以下のア～ウの達成

を目指す。 

ア 健康に対する意識の向上

イ 個人でできる健康増進につながる取り組み方法の習得

ウ 運動の習慣化

※ なお、令和４年度は情報弱者に陥りがちな高齢者にも情報の迅速

さや社会とのつながりをもつことなどを目的としてスマートフォン

講座を実施 

２ 実施期間・周知方法 

（１）実施期間

令和５年２月６日（月）～３月１４日（火）

※ 契約方法が随意契約から競争入札となったことにより、調整が難航

したことが影響し開始時期に遅れが生じた。 

（２）周知方法

あだち広報、区ホームページ、委託事業者作成チラシ等

３ 実施結果 

（１）概要・実施結果一覧（次頁）

各地域学習センターにて事業者に委託し上記２（１）の期間に１セン

ターあたり２講座を実施

ア 募集講座数 １７講座（うち、２講座中止）

イ 募集人数  ２９５人 

ウ 申込人数  １３８人 

エ 参加人数  １１０人 

オ 参加率 ３７．３％ 
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【令和４年度長寿健康増進事業実施結果一覧】 

※ 網掛け（着色）は参加率が６０％以上の事業（講座）である。

地域学習 

センター
講座内容 講座種別 実施日 募集人数 申込者 参加者 参加率（％） 

※参加者/募集人数

生涯学習 

センター

シニアのためのや

さしい健康体操と

脳トレ(2 日制)

体操 

・健康

 2/10（金） 

 2/17（金） 
20 人 

15 11 55.0% 

15 11 55.0% 

伊興 

いつまでも元気に

簡単ストレッチ＆

トレーニング

体操 

・健康
2/13（月） 20 人 0 0 

0.0% 

※中止

椅子に座ったまま

出来る バレエス

トレッチ

体操 

・健康
3/9（木） 20 人 3 1 5.0% 

梅田 

家でもできる 健

康簡単ストレッチ

ヨガ(2 日制)

体操 

・健康

 2/13（月） 

 3/16（木） 
15 人 

4 4 26.7% 

4 4 26.7% 

興本 

健康増進 入門太

極拳 

体操 

・健康
2/17（金） 10 人 1 0 0.0% 

機能低下予防運

動 

体操 

・健康
3/4（土） 15 人 3 3 20.0% 

江北 

家でもできる 健

康簡単ストレッチ 

体操 

・健康
2/6（月） 10 人 6 5 50.0% 

青竹エクササイズ

＆簡単フィットネ

スダンス

体操 

・健康
3/14（火） 20 人 3 3 15.0% 

鹿浜 

椅子に座ったまま

出来る バレエス

トレッチ

体操 

・健康
3/7（火） 20 人 0 0 

0.0% 

※中止

はじめてでも出来

る すっきりピラ

ティス

体操 

・健康
3/14（火） 20 人 3 3 15.0% 

新田 

家でもできる 健

康簡単ストレッチ

ヨガ(2 日制)

体操 

・健康

2/10（金） 

15 人 

1 0 0.0% 

2/22（水） 1 1 6.7% 

竹の塚 

無理せずしっかり

動かせる すっき

りヨガ 

体操 

・健康
2/6（月） 20 人 2 2 10.0% 

いつまでも元気に

簡単ストレッチ＆

トレーニング

体操 

・健康
3/4（土） 20 人 11 8 40.0% 

中央本町 

シニアのためのや

さしい健康体操と

脳トレ(2 日制)

体操 

・健康

 2/22（水） 

 3/9（木） 
20 人 

13 12 60.0% 

13 12 60.0% 

東和 

シニアのためのや

さしい健康体操と

脳トレ(2 日制)

体操 

・健康

 3/4（土） 

 3/14（火） 
10 人 

7 5 50.0% 

7 7 70.0% 

舎人 

いつまでも元気に

簡単ストレッチ＆

トレーニング

体操 

・健康
2/10（金） 20 人 6 3 15.0% 

ゼロからはじめる

スマートフォン基

礎講座

スマート

フォン
2/17（金） 20 人 20 15 75.0% 

  合計 295 人 138 人 110 人 37.3% 募集：17講座、実施：15講座 

※ 申込者 0人につき、2講座中止
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（２）アンケート結果（一部抜粋）

ア 講座を知った方法（上位３位、回答数８４）

（ア）あだち広報 ６０．７％ 

（イ）委託事業者発行ミニコミ誌 １３．１％ 

（ウ）地域学習センター館内ポスター・チラシ  ７．１％ 

（エ）友人知人や友人の勧誘 ７．１％ 

イ 性別・年代別

（ア）性別（回答数６８）

男性２５．０％(前回実施、令和元年度１７．１％)

女性７５．０％(前回実施、令和元年度８２．９％)

（イ）年代別（回答数７１）

７５～７９歳 ３４．３％

８０～８４歳 ３５．７％

ウ 新規参加者の割合（回答数７７） ５４．５％ 

エ 今後も参加したいと思うか（回答数７０）

ぜひ参加したい、関心（魅力）のある講座なら参加したいとの回答

の合計 ９８．６％ 

４ 長寿健康増進事業に参加した方からの主なご意見 

（１）講師の方がやさしくリードしてくれ、話しも楽しかったです。

（２）脳トレ、ストレッチと楽しくできたことが良かった、先生もやさしく

なごやかに楽しく笑いも出て大変よかった。また参加したい。 

（３）もっと続けて何回も教室をやってほしい。

（４）初めて参加しました。本当に良かったです。

（５）高齢のためかアプリの説明で機能を覚えるのが一苦労であった。

５ 参加率が高かった事業（講座）（参加率６０％以上）３講座 

（１）実施講座名

ア ゼロからはじめるスマートフォン基礎講座 ７５％（舎人）

（ア）スマートフォンの基礎的な使い方（メール・カメラ・マップ等）

から、LINEの使い方等 

（イ）情報弱者に陥りがちな高齢者にも災害時の生命・財産等を守っ

てもらうため、区職員から足立区公式 LINEの登録依頼、足立区防災 

アプリのインストールのお願いを行った。

イ シニアのためのやさしい健康体操と脳トレ ７０％（東和）、６０％

（中央本町）※ ２日制の実施である。 

（ア）１回目は脳トレーニング（間違い探し、大型ジグソーパズルを

２～３人ほどのグループで組立て）、ストレッチ、筋力トレーニング

等を実施 

（イ）２回目も脳トレーニング（間違い探し、個人でジグソーパズル作

成・他の人のパズル組立て）、ストレッチ、筋力トレーニングを実施 
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（２）参加率が高かったと考えられる理由

ア スマートフォン講座は、所持をしているが使えていない人や所持を

していない方から使い方を学び、コミュニケーションの幅を広げたい

と需要があったと思われる。 

イ シニアのためのやさしい健康体操と脳トレは、参加のハードルが下

がるタイトル付けや体操及び脳トレという異なる組み合わせが功を

奏したと考える。 

６ 参加率が低かった事業（講座）（参加率が２０％未満） 

（１）実施及び当日中止となった講座

ア 実施講座

６講座

イ 当日中止となった講座

１講座

（２）参加率が低かったと考えられる理由

ア 前回（令和元年度）までは、地域学習センターの指定管理者から地

域ニーズを捉えた講座の提案を受け随意契約をしていたため、各地域 

学習センター利用者へのミニコミ紙の配布・個別の声掛けなど効果的 

な募集が可能であった。今回、本事業単独の競争入札となったことに 

より、委託事業者による個別の声掛けなどが困難になったためと推測 

する。 

イ 介護予防事業など他課が実施している講座と重複していることが影

響していると考えられる。 

７ 問題点・今後の課題、改善策 

No. 問題点・今後の課題 改善策 

① 

講座内容は、仕様書で健康・体
操系、スマートフォン・タブレッ
ト利用講座、趣味系講座、その他
健康増進系と提示したうえで、
委託事業者が選択し実施するこ
ととしている。令和４年度は計
１７講座中、１６講座が健康・体
操系と偏りが出てしまった。

介護予防事業を所管する
高齢者施策推進室地域包括
ケア推進課、地域学習センタ
ーを所管する生涯学習支援
室生涯学習支援課と調整を
図り、講座内容が重複しない
ようにするとともに、被保険
者の興味を引く講座を検討
する。

② 

募集時期の１月上旬から中旬
にかけて、新型コロナウイルス
第８波の影響もあったと考えら
れるが、募集人数に対する参加
率が全体として３７.３％と低
く、２割に満たない講座が複数
あった。また、アンケート項目に
「関心ある講座なら参加した
い」の選択肢を設けていたにも
かかわらず、どのような講座な
ら参加したいかを具体的に記載
する欄を設けていなかった。 

次回アンケート実施時に、
受講してみたい講座を記載
してもらうなど、参加率向上
につながるようなアンケー
ト項目の工夫を図る。
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８ アンケート結果グラフ【参考資料】 

（１）講座を知った方法

（２）性別・年代別

No. 問題点・今後の課題 改善策 

③ 

前回（令和元年度）の地域学習

センターの指定管理者との随意

契約から競争入札となったこと

に伴い、申込方法に変更（以前は

すべての地域学習センターで申

込可能だったが、今回は委託事業

者のみ）が生じ、わかりづらいと

いう声があった。

広報の掲載方法の工夫に

加え、令和４年度の講座受講

者に対して受託事業者への

申込みが必要なことを明記

した個別の通知を送付し、周

知を図る。 

あだち広報

60.7%地域学習センター

発行ミニコミ誌

13.1%

館内ポスター

・ちらし

7.1%

友人知人や

友人の勧誘

7.1%

足立区ＨＰ

2.4%

利用者懇談会

1.2% その他

8.3%

ア 講座を知った方法

男性

25.0%

女性

75.0%

答えたくない

0.0%

イ（ア） 性別
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（３）年代別

（４）新規参加者の割合

（５）今後も参加したいと思うか

74歳以下

1.4%

75～79歳

34.3%

80～84歳

35.7%

85～89歳

27.1%

90歳以上

1.4%

イ（イ） 年齢（年代）

参加したこと

あり

45.5%
参加したこと

なし

54.5%

ウ 今まで参加したことはあるか

ぜひ参加し

たい

80.0%

関心（魅力）ある講

座なら参加したい

18.6%

どちらとも言えない

1.4%

エ 今後も参加したいか
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